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めました。ちょうど3DCADを作る部署で一緒にチームになってやってきて、それが後々役

に立ったのですけれども、その後、正式に入社、会社に帰って、直轄土木工事の管理技術者

を10年間やっていました。今は広島県の土木施工管理技士会の会長もしています。 

 その土木施工管理技士をやっている間に、国土交通省の施策でCALS/ECというのが始ま

ったわけです。それ以前も独自にデジタル化は進めていたのですけれども、本格的にデジタ

ル化、まずペーパーレスにしようと。第1のテーマがCAD製図だったわけです。CAD製図と

もう1つは遠隔臨場なのですけれども、これを進めて、それのずっと延長線上に今回のi-Con

structionのようなデジタルの技術の進歩があったわけであって、今回ICT、i-Construction

と言って言葉に皆さんが踊らされているようなところがあるのですけれども、これは単なる

道具が進化しているオンザウエーにすぎないというのが僕の考えなのです。 

 それに対して何が障害になっているかというのはまた後ほど話すとして、まずそれをやっ

ていくことが最もメリットを生むのが人手不足の解消につながると。まず建設業に全く興味

のない人にもインパクトがある話なのです。「機械が自動で動くの？」って、動くわけがな

いのです。本当は動かないのだけれども、そういうイメージがまず大切で、それをどううま

く若い人たちに伝えていくかということで、今回何か資料としてあるかなと思ったのですけ

れども、（ｐ1）これは2年前に広島大学の工学部第4類といって建設科の学生さんに講演を

させていただいたのです。僕が何を言いたかったかというと、広島大学の学生さんは中国地

方では優秀なのでみんな発注者になったり設計士になるということが多かったのですけれど

も、教育としてもすごく高い教育を受けていて、国土交通省からの講演なんかもありますけ

れども、本当の意味での建設業のボトムからの情報、今建設業界がどんな状況にあるかとい

うのを知ってほしかったのです。とんでもないことになっ

ているということを知ってほしかった。その上で「ユーは

何しに建設業へ？」と、若いのでインパクトがあるかなと

思ったのですけれども、これはちゃんとオチもあります。

ちゃんと興味を持ってもらうためにまず問題提言をしたの

です。 

（ｐ2）建設業が抱える問題の1番目は人が入ってこないと

いうことです。世相が変わって職人さんもいなくなってい

る。僕らが若いときは職人さんに育ててもらって、職人さ

ん指導で建設現場は進めていましたけれども、もうそうい

う人たちはいません。 
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（ｐ3）それに代わるものとしては、いろいろ取材して、プレ

キャストメーカーなんかがどうやって作っているかを簡単に

説明したのですけれども、この背中が見えている子は外国人

です。だから、もう日本人が建設現場から消えつつあるとい

う話、技術者もいないです。さっきの市役所の職員さんすら

いなくなっているということで、これも国土交通省のプラン

でインドネシアやベトナムのほうに生徒募集に行ったときので

す。 

 （ｐ4）続いて、これは失礼な話なのですけれども、そもそ

も入札がでたらめだという話をしたのです。特に基礎自治体に

おいては、格好つけているような自治体もあるのですけれど

も、くじ引きで決めて、運で経営をさせていたのでは絶対にい

いものは生まれないし、そもそもこの運頼みの経営が建設業を駄目にしているという話をし

たのです。（ｐ5）なぜかというと、ここに水平分業経営と垂直経営というのが書いてあり

ますけれども、水平分業というのはいわゆる下請構造です。ゼネコン化すると言えば格好は

いいですけれども、ゼネコンさんと地方の建設業は違いますか

ら。地方の建設業は自分でやるということが大前提なのです。 

 先ほども先生とちょっと立ち話をしたのですけれども、多能

工というテーマをこの間国総研と会合を持ったのですけれど

も、多能工というのは今さら始まった話ではなくて、そもそも

建設業は多能工なんだって。垂直統合型経営、つまり自社で設

計、施工まですると、そのような建設業でないと駄目なのだという話をして、その垂直統合

型経営が一番マッチしたのが実はICT土工なのです。ICT土工というのは直営でやればめち

ゃくちゃマッチするのです。それを分業化して協力業者に任せるから経費ばかりかかってし

まって金がかかるからやらないというのがやらない企業さんの言い分だったのです。 

 この辺は飛ばしますけれども。 

 （ｐ6）だから、どうすればいいのかといったら、やはりデジタル化を進めましょうとい

うこと。デジタル化を進めることによっていろいろなことが

見えてきますよと。その中で（ｐ7）i-Constructionというも

のが施策としてあるので、これをやっていくには何をすれば

いいかということなのですけれども、今までやっていた2次元

のデータを3次元に変えるという、この作業からまず始めまし
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ょうと。計測をして、もちろん計測しなければいけない。計

測して3Dのデータを作って初めて建設機械は動くのだという

話をして。 

（ｐ8）ところが、ここがまたネックになっているのは、この

3Dデータを作るのが大変だからなすり合いになっているので

す。コンサルを作れ、発注者を作れとかいって作れるわけな

いのです。だから、施工業者が3Dデータを作成して機械にイ

ンプットするというプロセスが必要なのが、これができない

という状況になっていて、では、これができない代わりに何

をやっているかというと、従来どおりに丁張りをかければい

いという話なのですけれども、これは丁張りになっている工

事なのですけれども、その丁張りをかけるのがいかにも簡単かという議論をされるのですけ

れども、丁張りをかけるのは大変ですからね。それが分かっていないのに3Dデータは大変だ

というのもおかしい話であって、その辺を時代に合わせて3Dデータの作成をできるような指

導をしていけば、例えばですけれども、女性の技術者が室内で施工ができるという時代が来

るかもしれないと今思っています。 

 そういう有益なICTなのですけれども、障害は確かにあります。これは1つは完全に老害

ですよね。一世代前の経営者だと、息子がやりたいと言っても、そんなものして何になるん

だと。僕の場合、父親が10年前に死んだから一挙に花開いたのですけれども、結局間近な収

益、儲かるか・儲かないかで判断されるから、皆さんが言っていたように、これをやってど

う楽に、どう上手に仕事をするかという議論がなされないのです。ただただ儲かるか・儲か

らないか、1,000万円もするものをかけてどうするんだという話になるわけです。結局それ

が進まない。 

 それともう1つ、これも言いづらい話なのですけれども、何が障害になっているかという

と、行政そのものなのです。行政が統一感がない。例えば国土交通省は施策を進める、整備

局の末端はしなくていいとかと言われるのです。これをやるとお金がかかってしまうからと

か、やらなくていいよとか、そのような現状がある。 

 それと、茨城県さんは先進らしいのですけれども、広島県は非常に遅れていまして、今こ

この現場は頼まれてやったのです。小規模河川の平成30年の西日本豪雨のときの改修工事な

のですけれども、これは全部整備局の管理技術者を頼むからやってくれとあてがって1人で

やらせたのですけれども、まずここで一番最初に引っかかったのが、施工プロセスで丁張り

検査をするから丁張りをかけてくれと言われたのだそうです。「いや、丁張りなんか要りま
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せんよ。全部3Dデータをこの画面の中であらゆる角度から確認できますからこれでやってく

ださい」と言っても頑として「マニュアルに書いてあるから丁張りをかけてくれ」と。もう

人がいないので、しようがないけれども、全部工事を止めて2日間ぐらいかけて丁張りをか

けて、見るのは10分。「いいです」で帰られて、まだ帰る途中に腹が立っていたから「壊

せ」とかそいつが言ったと言っていましたけれども、とにかくそのくらい旧態依然としたマ

ニュアル主義が結局ICTなんかの妨げになっているということです。実際に広島県の土木技

士会と整備局で意見交換会をやったのですけれども、これらのことも含めてお金の問題等も

あってなかなか進まないというので、これは逆にお金を頂いてPRISMとかやらせていただ

くと、どんどん進んでいくので非常にありがたいという話をしたのですけれども。 

 （ｐ9）結局最後に何が言いたかったかというと、そう

いった広島大学の生徒さんたちがいずれ建設業界に入っ

てきたときに前例主義はやめてくれと、「今までどおり

やってください。今までどおりの設計でしてください。

今までどおりのプロセスでしてください」と言われて

も、できません、もう作れませんよと。現状広島県の建

設業界はほぼ限界です。特に土木、特に直轄土木工事は

ほぼ限界、これ以上いくと、どんどん不調工事だらけになって予算カットが目に見えていま

す。それを防ぐには思い切った革新的な取組をするしかないということを訴えました。そう

いうことが理解できないやつはこの建設業界に来るなと言っているわけです。来なくていい

と。でも、僕が言っていることが何となく理解できているというか、何となく分かってもら

えるんだったら、ぜひとも来て建設業界を救ってくれと言った。 

 （ｐ10）最後本田宗一郎さんの話なんかをしながら終

わった話なのですけれども、結局ICTにとって最も効果

のある、要は役に立つのはむしろ若い人に建設業に対し

て誤解を解くいいチャンスになるのではないかなと。タ

ダタダしんどい、タダタダ汚いとかそのようなイメー

ジ、昔の3Kを払拭する1つのメソッドにはなるのではな

いかと思って今それを進めています。 

 ただ、それだけではもう正直なところ建設業界は作ることができなくなっていくので、本

来だったら最も大切なのはICTではなくてi-Constructionだったらコンクリートのプレキャ

スト化のほうがもっと重要なのです。その辺も含めて、森川さんには耳の痛い話かもしれな

いですけれども、今後とも国土交通省さんにはいろいろ相談に乗っていただきたいと思いま
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す。 

○建山 ありがとうございました。2つの論点があったと思います。1つは、出先の事務所ま

で行くと発注者の人の意識が全然変わっていないというところが大きな問題だというお話、

結構うなずいておられるパネリストの方もたくさんおいでになるのですけれども。もう1つ

が人がいない。人が来てくれない。若い人が入ってきてくれない。その2つの問題があった

と思います。 

 どうしましょうか。発注者のほうの姿勢というのは、森川さん、何かありますか。ひょっ

とすると、国交省でも一緒かもしれませんよね。 

○森川 今でもそういうところはあるのかなと。先ほど数字で、年々直轄の工事で増えてい

って8割ぐらいまでICT活用工事が増えてきたという紹介をしましたけれども、そうはいい

ながらも5年、6年かけてこれくらいという形ですので、現場に浸透するのも時間がかかった

なということですし、もしかしたら、やっているところはすごくやっているのだけれども、

そうでないところは進んでいないという、自治体の話ではなくて直轄でもそういうことはあ

るのかなとも思います。いろいろな工事があるので同じように並べられないところがあるか

もしれないというと言い訳になってしまうのですけれども、ただ、今のお話で、これまでと

同じやり方ではもうやっていけないという危機感が施工者さん側のほうにあるのに発注者側

が同じ危機感を持っていないとしたら非常に危ないなと思いました。 

○建山 そうですね。徐々に変わっていくのでしょうけれども、それをいつまでも待ってい

るわけにいかないので、やはりそれを早く促進するために何か工夫が要りますよね。 

 ただ、昨日インフラDX大賞ですか、近畿地方の自治体発注工事で優秀なものは表彰しよ

うという委員会があったのですけれども、そこでも自治体の取組というのも1つの賞の対象

となっていました。あまりないのですけれども、でも、そのような取組を通じて少しずつ意

識を変えていってもらおうというのも動いていっていますので、いろいろな工夫で発注者の

姿勢を変えるというのは非常に重要な、先ほど言いましたように、発注者が楽をするという

ことも含めて発注者の姿勢をどう変えるのかというのは重要な論点になってくるのかなと思

っています。 

 （ｐ1）もう1つ、人がいないということに関し

て、先日有効求人倍率をグラフ化して整理したの

です。有効求人倍率は、御承知のとおり、求人数

を求職者数で割ったものです。値が大きいほど人

がいないよという状況になっているのですけれど

も、職業計、これは全産業平均で大体1倍前後なの
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です。求人数と求職者数は大体同じぐらいなのです。建築、土木、測量技術者はどうかとい

うと、大体5倍～6倍、建設躯体工事に至ってはもう10倍になっていて全然人がいないという

状況になってきています。地方へ行けばもっとすごい状況になっているかもしれません。こ

ういう状況でいかにして人に来てもらうのかというのは非常に大きな課題だな。課題と言っ

てはいけなくて、本当に何とかしないといけない、そういう状況になってきているのだろう

なと思っています。 

 （ｐ2）そのためにもICTを導入していこう

ということになっているのですけれども、ICT

を導入することの意義は2つあると思います。

1つは効率化・省人化が進む。ICTを利用する

ことによって、例えば遠隔臨場だったら現場

へのアクセス時間が要らないとか、ドローン

とか使えば3次元測量で合理化できますよとい

う直接効率化することもあるのですけれど

も、もう1つ、それまで建設工事に関わること

がなかった人たちに仕事を分担してもらえる

という効果もあると思います。ですから、現場で今までのやり方で工事をやっていた人たち

にICTを覚えろ、これを使えというのは実は酷なことなのです。自分たちがやっていた仕事

は今まででもフルフル仕事をやっていたのに、さらにICTまで勉強しろと言われてもできな

いですよね。ICTを勉強するために時間を削ったら現場がおろそかになりますよね。そうい

う状況でICTといったらなかなか進まないですよね。 

 そうではなくて、今まで技術者の人というのは1から10まで自分でやっていたのですけれ

ども、そのうち2とか3を、例えばオフィスワークとかペーパーワークとか、そういったもの

はほかの人に担ってもらう。浮いた時間を使って技術者の人はもっと付加価値の高い現場に

集中して仕事ができる。そういう体制を作っていくというのもICT導入の意義ではないかな

と思っています。 

 そういう意味で、今まで、例えば建設会社だったら建設会社社員募集ということではなく

て、ICTを使って建設工事、建設の業務をサポートするような職種として人を募集すると、

今までとは違う、土木課とは違う人たちも入ってきてくれる可能性があるのではないかなと

思っています。 

 その1つの事例が、私ばかりしゃべってしまうとまずいのですけれども、京都に建設ディ

レクターという制度、要は建設の工事をサポートするような職制を作って、それを育成する
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仕事をしておられるところがあるのです。それが建設ディレクターという役割で、現場の技

術者と事務所の職員さん、社員さんのちょうど中間的な仕事をする人たちなのです。現場の

技術者の人たちのいろいろな仕事をサポートするような仕事で建設ディレクターという呼び

名で呼んでいるのですけれども、今まである地方の建設会社が社員さんを募集しても誰も来

てくれなかったのです。でも、研修ディレクター募集と書いた途端に3人ぐらい応募してき

てくれたのですって。ディレクターという呼び名だけで随分といい職種のように見えるみた

いです。イメージが違うみたいなのです。 

 だから、建設というイメージがいかに変わってきているかというのを、ICTもそうです

し、自動化もそうですし、いろいろなものを使って建設が変わってきていて、今までとは違

う仕事になっていて、かついろいろな人たちが仕事を分担できるのだというのを示していく

というのもこれから必要なことではないかなと思いました。 

 加藤さん、人材確保は非常に難しいことかと思いますけれども、そんな中でもやはり加藤

さんのところなんかは先進的にそういう取組をされていますよね。それを先ほど見ていただ

いたみたいに広報することによって若い人たちは皆さん興味を持ってくれますかね。感触的

にどんな感じですか。 

○加藤 建設業に従事する20代の割合が11.2％ぐらいらしいのです。12％を切っているか

な。当社は今20代の社員が30％です。140人ばかりいて20代が30％。ただし、そこから全員

が物になるわけではないと思いますけれども、とにかく育てるしかないというのが現状で

す。 

○建山 この問題は一企業だけでどうすることもできない話ですので、建設業界挙げて建設

業は変わってきているのだというのをしっかり打ち出していく必要があるのかなと感じてい

ます。ありがとうございました。結構時間が押してきていてちょっとびっくりなのですけれ

ども。 

 それでは続いて、実際にこういう工事を現場で最前線で仕事をされる立場の方から見たと

きにインフラDXはどうなのだということを玉石さんからお話しいただけたらと思います。

玉石さん、よろしくお願いします。 

○玉石 ただいま御紹介いただきました玉石重機

の玉石と申します。（ｐ2）私のところは、いわゆ

る重機土工の専門工事業という会社でございまし

て、いわゆる下請として作業しているところでご

ざいます。重機土工事は、もう皆様御存じのとお

り、情報化施工というものが始まった頃からそう
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いう技術をもっと活用しろと言われ続け、尻をたたかれ続けた業界でもあります。そういう

中で少しずつ取り入れる中で現在に至っているわけです。専門工事業ですので、重機、バッ

クホウとかブルドーザーとかという機械も当然保有しておりますし、その工事の管理者、そ

してオペレーターというのも社員としております。全ての仕事が社員だけで足りているわけ

ではございませんけれども、仕事は内部の人間でもこなすようにしているところです。ま

た、30年程前になりますけれども、雲仙・普賢岳の頃からの無人化施工も取り組んでおりま

すし、ICT施工も積極的にやってきている会社でございます。仕事をしているのは九州と中

国地方が主なのですけれども、お声かけいただければ全国に動くということもしております

ので、全国の状況もいろいろ見せてはいただいております。 

 そして、グループ会社の中に3D関係の処理をする会社がありますので、そこと連携する形

を取っております。ICTの実行率は受注している工事の9割以上は実際にやっております。

これは元請さんのほうからの依頼でする場合もあれば自社の都合でのこともあります。どう

してもそれができないものもやはりまだ残っているということで9割ぐらいまでが精いっぱ

いだということです。 

 加入団体につきましては、記載していただいていますように、本協会、また重機土工事の

専門工事業者の集まりであります日本機械土工協会というところに加盟しております。 

 （ｐ3）i-Constructionに至るまでということ

でちょっと書かせていただいていますけれども、

情報化施工の前までというのは、先ほどからも丁

張りの話がございましたように、丁張りを見て仕

事をするということ、いわゆる仕事の進め方がア

ナログ情報でアナログの仕事をするという形で進

んできておりました。これが情報化施工の形にな

ってきたときに、いろいろな機材も当然あるので

すけれども、デジタルで施工情報が来るものをアナログ操作に置き換えながら仕事を進めて

いくというデジタル・アナログ変換という形の仕事の仕方に変わってきたところでございま

す。 
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 （ｐ4）i-Constructionの流れに変わったと

きに、今日最初からもお話がありましたよう

に、第1フェーズの頃からは生産性を上げる技

術なのだとか言われ続けたのですけれども、な

かなか実際に現場を担っている者とするとピン

とこないというところもございまして、どうや

ったら生産性が本当に上がるのだろうかという

ところを努力しております。 

 i-Constructionという段階になってICT機器

の経費が認められ始めたというのが我々のレベルからすると導入に一番大きな要件になって

きたかなというのが本音でございます。また、我々はICT施工をしろしろとずっと言われ続

けてきたのですけれども、それを言っておられた国交省をはじめ発注側の方が、ICTを活用

する管理監督検査要領の基準を作っていくということで、3次元情報を上手にみんなで使い

ましょうという方向になったこと、それも大きなきっかけだったと思います。また、我々重

機土工事屋だけではなくて、ほかの工種にも広がっていったというところがいろいろなきっ

かけの中で進んできているところだろうと思います。また、ソフトの充実というのも仕事上

はありがたいという状況になってきております。 

 ただ、この傾向の中で、最近気になっていますけれども、先ほどからもお話がありました

ように、ICT機器を使えばi-Constructionをやっているんだ、それでいいのでしょうけれど

も、それでもう達成しているのだと思ってしまう。その達成ということでi-Constructionの

ゴールなのだと思い込まれていることがもったいないなというところがありました。（ｐ

5）そうすると、第2フェーズという言葉が使

われておりますように、今の段階になってDX

のときに、デジタルトランスフォーメーショ

ンという言葉にはなっていますけれども、こ

れが実際に本音で言いますと、私はよく分か

っていないのです。いろいろな情報をどうや

って活用するかというところ、活用するとき

にデジタルになっていれば共有化がやりやす

いということ、それの共有化によってみんな

の仕事の進め方を省力化するような方法になっていけるのではないかなという期待感があり

ます。 
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 こういうものの中でまだ十分に施工履歴の活用というところがありませんけれども、この

ようなものも含めて情報の蓄積と、施工するまでの情報ではなくて、施工の進み方自身の情

報の蓄積ということで、それを活用することで維持更新というところまで上手につなげられ

るとすると、データの使い方としてはやはり非常に有用性が高まるのではないかなと感じて

おります。 

 そして、ICTのことだけがi-Constructionとして進んできて、ICT施工ではないものはど

うするのだというところが残されており、例えば重機土工事でブルドーザー、バックホウで

土を動かしていく、その横でU字溝を据える人力の方々がおられる。この方々は相変わらず

昔のままの作業の方法、そして高齢化が非常に激しいという面があります。このような面が

うまく改善されていかないと、工事全体は実はあまり早くならない。もしくは、どこかで手

待ちを起こしてしまうということで、そういう問題点を含んでいるまま、ICTばかりがとい

う不安がございます。情報の活用というところで国土交通省のほうからお話がありますよう

に、情報プラットフォームを活用するということで、書類の簡素化とか管理の簡略化といっ

たところにこういうものが使われていければありがたいなと思っております。 

 （ｐ6）ここからは専門工事業として実際に会

社の中でどうかというお話をさせていただこうと

思っております。書いているのは順不同で書いて

おりますので、話をさせていただく内容と表記の

順番は違うものもあります。まず現場で働く者に

関しては、建設機械に搭載しているICT機器の使

い方を当然覚えさせるということもあるのです

が、もう1つここでメンテナンスの技術の習得と

いうことを書いております。実はICT機器もトラ

ブルを起こすことがあります。これはいろいろな面でトラブルが起きます。今までの機械で

のトラブルというのはみんな慣れているのですけれども、こういう電子系、電気系、まして

や3Dなどのデータ系となると全く慣れておりませんので、こういう部分のトラブルシューテ

ィングができるような力を少しずつでも養わせなければならないということで、あまり表面

化していませんけれども、そういう技術習得も必須だと感じております。 

 また、3Dの施工データが来たものを重機に入れて、それで仕事をするんだよ、簡単になる

よねというお話はありますし、それは皆さんも御存じのとおり当然だと思われていますけれ

ども、手元に来た3Dデータが正しいですかというチェックの方法がなかなか確立されていな

いのではないかなというのがずっと持っている不安です。端折ってしまうと、手元に来たデ
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ータどおり作りました、現地で確認すると、何かずれているねということが起きる可能性を

持っているので、自信を持って仕事をするためにはデータの確認というところ、それとその

取扱いというところの重要性が高い。これも当然勉強が必要だということになります。 

 また、ICT施工をするようになってよかったのは、測量班が丁張りを作るという手待ちと

いうものが従来施工のところは多かったのですが、これがほぼ解消しているということで、

そこの部分については現場の運営がスムーズになったという話があります。 

 もう1つ、測量班が現場の中を走り回っていることで事故が起きるのではないかという不

安があり、実際に測量班が事故が起きることはそうないのですけれども、重機の運転手から

見ると、うろうろしているやつがおるということで機械の動きを止めたりとかいうことをす

るということで気遣いが必要になるという面、そういう面がなくなっている分だけ現場の中

の安全性が改善されているとも解釈ができます。 

 それから、3Dプリンターで現場の模型を作ったりしますので、その画像であったりも含め

てですけれども、管理者と作業者の共通認識ができやすい。従来の2Dの図面を見てみんな同

じようにイメージできたかというと、実はこれは結構難しかったところがあります。特に作

業に携わる者が直感的に分かることで認識の仕方が共通化するというのが2Dの図面では難し

かった。それが共有化が非常によくなったという面等はあります。3Dデータ等のソフトの充

実というのは書いているとおりでございます。 

 （ｐ7）会社としての対応でございます。グループ会社に3Dの処理会社が在り、3D関係を

担ってもらい、ものづくりをする当社とい

うことで連携を取っているというところで

す。その3D系の会社にICT機器の維持も任せ

ています。これらのものがスムーズに使え

るように継続的な教育はやはり欠かせない

と思っております。建設機械も変化はしま

すけれども、搭載するICT機器も非常に速い

速度で変化しています。この対応は現場の

中での教育が重要だと思っております。 

 また、これは社内で開発したものですけれども、朝、社員、協力会社の方が現場事務所に

立ち寄ったときに血圧測定をします。それをそのままクラウドに上げ、血圧があまり高いの

があると、うちの安責者のところへメールが飛んで、その対応に当たる。そのようなことと

一次集計、そのようなものもやっております。 

 また、スマホを使って作業日報入力をオペレータが個別に行います。これは、作業が終わ
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ったときに事務所に戻って、それまで手書きをしていましたものがスマホで入力できるよう

になり、その一次集計もやりやすい形にしております。管理者の手間を少しでも省くという

ところで何とか出来ているところがあります。 

 あとは、いろいろなことをやっていくときに経費がかかってきます。そして、こういう経

費、ICT機器、管理用のソフトもそうで、全て固定経費なのです。要するに現場だけで見る

と、積算が立米・平米が基本となっていますが、固定経費部分も増大して入りということで

す。 

 （ｐ8）そして、i-Constructionを推進する、DXを推進するということでお話がある中で

ちょっと好き勝手なことを書かせていただきました。デジタルデータを基にアナログでもの

づくりをしている。それは、XYZの設計データに合わせて作業するというところですけれど

も、それ以外のデジタルデータは実は今のところ作業場へ出てきていません。アナログでも

のづくりをするのに、土質などそれ以外の環境のデータとして入ってくる有効な機材が欲し

いなという思いがあります。 

 そして、当然工事履歴を将来的にも使っ

ていこうということであると、ものづくり

をした状況のデジタル化ということが多分

出てきます。XYZに関しては機材から取れ

るのですけれども、それ以外の環境的なも

のの情報が必要だからとして手入力してく

れと言われると、現場ではそれほどの人手

をかけられる余裕がないということで、こ

れらのものが自動入力になるようなものを作っていただきたいなと思っています。 

 あと、ここにも書かせていただいておりますけれども、施工や管理に用いるデジタル機

器、ソフト、そういうものは固定経費として別途予算化していただきたい。立米・平米の作

業量だけの中に割り振ってやられると、小規模はもともと量が少ない上に、その経費率のよ

うなものでかけられたのではこういう機器類の費用が捻出できない。そのためにICT導入が

できないということになります。ですから、固定経費として別途予算化をきちんと見ていた

だきたいと感じております。 

 また、施工履歴がデジタルデータで整理できるということを考えると、月初・月末の施工

の差分を取っていただくと出来高の月払いができるはずではないか。我々は民間企業です。

どんなに大きくても、民間企業である以上はお金には非常にシビアにものごとを考えます。

1か月やった仕事のお金はさっさと払ってほしいと。そうしますと、安定した経営がしやす
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くなるという面も含めて出来高の月払いをしていただきたいなというのがあります。 

 また、先ほどもちょっとお話しましたけれども、人力作業が機械化の陰でたくさん残って

います。軽微なものであっても、それに携わる人は苦渋作業になっているものが実は非常に

多いというところで、そういう人力作業の改善ということで、機械化であったり効率化を進

めるための道具であったり、もしくは、先ほど加藤社長もおっしゃられましたけれども、二

次製品の活用等々も含めて改善が急務です。特に人力作業を担っている今の現場は多分平均

年齢が55歳とか、もう60歳近い状況になっているのではないかと思います。そうなると、あ

と数年で大量におられなくなる。10年もすると人力作業をされる方がおられないという可能

性も出てくるぐらい相当この改善は急がれるものだと思っております。 

 もう1点、どんな小規模でも3Dの施工のほうに集約していただきたいという思いがありま

す。今は3Dの活用はできるところだけすればいいと言われているのですけれども、実は3D

を使わなければ、施工するときに施工用の測量を別建てでしないといけないチームが必要に

なってくる。そうなると、人材育成上、両刀使いを育成しなければならないということにな

ります。教育的にも効率が悪い。現場の運営上もその分人がどうしても増えるということも

あります。もう全ての建設行為は3Dなんだよということに決めていただいて、そういうもの

がちゃんと回るような予算立てをしていただいて現場への予算の振り分けをお願いしたいと

思っております。 

 少し取り留めもない話をだらだらとしてしまいましたが、工事に関わる設計とか施工履歴

データ、これは違う意味で考えると、未来への財産という考え方もあるのではないかなと思

います。それを付加価値と考えていただければ、それに必要な時間であったり費用であった

り方法論であったりというものをできるだけ多くの方に示していただき、我々も施工に携わ

る者としてそれを進めていきたいと感じております。 

○建山 ありがとうございました。専門工事業者さんからすると、もちろんICT施工で3次

元施工をするというのもあるのですけれども、それ以外に、例えば機械の管理であったり、

従業員の健康管理であったり、あるいは日報の管理であったり、様々な事務手続であった

り、いろいろな仕事があるわけですよね。そういったものも実はデジタル技術を使って一元

管理できていくことによって効率化を図ることができる。データだって、単に記録として残

していくだけではなくて、それがいろいろな改善に生かされていくということもあるのだろ

うなと思っています。そういう意味で、今までアナログで取っていたものをできるだけデジ

タル技術に置き換えてうまく管理していく仕組みは重要だろうなと思っています。ただ、そ

れは理想であって、すぐにできるわけではないので、それを作っていくためにはやはり人手

とお金も必要なので、そういったところのサポートもぜひお願いしたいというお話ですか
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ね。 

○玉石 そのとおりでございます。ぜひともよろしくお願いします。 

○建山 ただ、一旦それができてしまうと、あとはもうそれが有効に使われていくわけです

から。だから、そのステップが上がるところの支援をぜひお願いしたいということですか

ね。 

○玉石 はい。 

○建山 森川さん、そういう御要望も出ていますので、やはり企業が合理化するためには、

単に施工をうまくやるだけではなくて、企業のマネジメントがうまくできるようにするとい

うのは非常に重要なお話かと思いますので、そういう視点もぜひこれから入れていただける

といいかなと思っています。 

 すみません、もう予定の時刻を過ぎてしまっているのですけれども、まだパネリストに御

発言いただくのが残っていますので、もう少しお付き合いください。 

 それでは、本山さん、大変お待たせしました。最初に言いましたとおり、今回のアクショ

ンプランの中で事故防止とか安全という視点がもう少しクローズアップされてもいいのかな

ということを感じています。そういう意味で、今日は建災防でこの問題に長年取り組んでこ

られました本山さんから最近の取組も含めて少しプレゼンを頂こうと思います。本山さん、

お願いします。 

○本山 仮設工業会の本山と申します。ここに勤める前は建災防で安全管理をやっていまし

たけれども、今も全く変わらず安全管理をやっていまして継続しています。そういうことで

安全管理の観点からお話し申し上げたいと思います。 

 インフラDXがますます発展して安全性・生産性が向上してほしいという観点から私は2点

ほど申し上げたいと思います。 

 1点目は、このDXが進展する中、デジタル技術とかテクニカルな面について非常に注目さ

れると思うのですけれども、実は安全性や生産性を向上させるときには人そのものに対する

対策が重要であるというのが1点目、もう1点目は、DXアクションプランでも書かれており

ますけれども、文書や行政手続のデジタル化という話がございます。これがもし実現されれ

ば、建設現場における生産性の向上は非常に進むだろうと思いますが、それはまだ十分では

ない。もっとさらに一歩進んだ方策が必要であるということ、この2点について申し上げた

いと思います。  
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（ｐ2）まず安全衛生の現状の大きな課題なのですけれども、御覧のとおり、これは皆さん

御存じのように我が国の労働

災害の推移です。これは死亡

者数です。ピークに比べて現

在10分の1まで減っておりま

すけれども、近年この労働災

害の減少率が鈍化していると

いうものです。上が全産業、

下が建設業です。よく建設業

の場合、工事量と労働災害は

比例すると、工事量が増えれ

ば災害が増える、減れば減る

という話をされている方が多

いのですけれども、事実かどうかを見てみましょう。 

 （ｐ3）これは横軸が建設投資額、縦軸が建設業の死亡者数、それを10年スパンでずっと

見ているわけです。黒丸が1970年代、白三角が1980年代、以下このようになっています。

これを見て御覧のとおりすぐ

分かりますが、建設投資額の

多寡にかかわらず労働災害が

大きく減少した時期が2回あ

ります。これは1972年に労

働安全衛生法が施行になった

後です。非常に安全意識が高

まった時代です。1,000人オ

ーダーで毎年災害が減ってお

ります。もう1つが1980年の

労働安全衛生法改正で統括管

理が確定した時期です。これ

は大清水トンネルでトンネル火災事故があって、元請の管理をもっと充実させるべきだとい

うことで統括管理が確定した時期なのです。これでまた大きく減っています。その後、建設

投資が増えるにつれて若干増えつつありますけれども、いわゆる建設冬の時代は工事量が減

ってきましたのでだんだん減ってきました。赤いところ、2010年代ですけれども、工事量が
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だんだんと復活するにつれて、現在60兆円台になっていますけれども、この間あまり増えて

はいないです。問題は、この60兆円台でこの5～6年間固定されていますけれども、死亡者数

も300人前後で固定されてしまっている。休業4日以上の災害でも1万5,000人程度でほとん

ど変わっていないということです。工事量が一定ならば労働災害発生件数は一定でも当然で

はないかという議論があるかと思うのですけれども、これは大きな間違いなのです。なぜか

というと、各社、各現場、全国津々浦々一生懸命安全性活動をやっています。この安全性活

動というのは労働災害を減らすために活動しているわけですから、減らす要因がある。にも

かかわらず労働災害が減っていないということは、今行っているこの安全性活動は災害を減

らすのに効いていないということです。昨日やったことを今日やる、今日やったことを明日

やる。同じことを繰り返しても災害は減らないという証明でもあるわけです。それで、これ

までの対策はこれまでの対策として、新たな対策が必要であろうということで考えるのがこ

ういったものになります。 

  

（ｐ4）1つは、危険有害業務に人が介在す

るがゆえに労働災害は発生するわけですけ

れども、そもそもその危険有害業務に人が

介在しなければ労働災害が発生する余地が

ないわけです。いわゆる無人化の考え方。

例えば災害復旧工事のようなところで人が

入る限りにおいてはどんな対策を講じても

リスクは残るわけですけれども、そこが無

人化施工のようなことになれば災害が発生

するリスクが少ないということでICTの活

用が非常にある。先ほど森川室長が最後のパワーポイントで将来のイメージをされました。

人がいない、ロボットが働いて無人化施工されている。ああいう状態になれば、それは労働

災害が発生する余地はなくなるわけなのです。 

 そうはいっても、建設現場を見ると、人が全くいない無人化施工というのは、土木の一部

では可能かもしれませんけれども、例えば市街地の建築現場のようなところではそれは不可

能に近いわけです。そうすると、やはり人そのものに着目した対策が必要であろうというこ

とです。人はミスするものだとよく言われます。人はミスするので、ミスをしても災害にな

らないような対策、プールフルーフとかフェールセーフというような対策を今まで講じてき

たわけですけれども、人はミスするのですけれども、そのミスをするには背後要因というの
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があるのです。疲れていたとか、悩んでいた、コミュニケーションがうまくいかなかった、

突発工事で焦っていた、いろいろな要素があって、そういった背景に対しての取組が今まで

不十分であった。 

 もう1つ、人はミスをしますけれども、ミスをしてもそのミスをリカバリーできるのが人

なのです。ヒヤリハットをして、そのヒヤリハットが事故になる前に引き返す力を持ってい

る、これが人の力、レジリエンス力、いわゆる人間力というものと同じようなものになりま

す。こういった対策をもう少し充実させる必要があるのではないかといってできたのが具体

的なソリューションとして新ヒヤリハット報告というのが出てきました。 

 この考え方は、今までヒヤリハットというのは災害の芽であると、ヒヤリハットが災害に

つながる。だから、ヒヤリハットは潰していかなければいけないという考え方で今までやっ

てきたわけですけれども、実はヒヤリハットという限りにおいては事故になっていないわけ

です。ヒヤリハットというのは事故や災害になる手前で引き返した成功事例でもあるという

ことです。先ほど申しました、そこに何か人間の力が働いているのだろう。人間力、レジリ

エンス力、そういったものがあるのではないか、それをもっと高める必要があるのではない

かという観点で作ったのが新ヒヤリハット報告。こういったものをデジタル化することによ

って見えてくるのが安全性管理の全体のDXであるということでございます。 

 （ｐ5）そういったことを我々が研究しているときに、PRISMで国土交通省の技術分野1

で北海道の留萌にある堀口組という中小企業なのですけれども、夏は土木、冬は除雪作業を

行っているような会社なのですけれども、このコンソーシアムがPRISMに選ばれたという

ことで、この除雪作業の生産性向上と安全

性の向上についていろいろ取り組んでい

る。非常にユニークな取組で、ICTがまさ

にこの活動が地に足がついているというこ

とで、今後DXを進めるときに、大手の企業

が注目されがちなのですけれども、こうし

た中小企業の取組は非常に重要になると思

います。この会社の取組が多くの中小企業

にとっての先進事例になるのかなと思って

います。 
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 （ｐ7）そのいろいろな取組の中の1つ

に、コンソーシアムの中に参加しておりま

す株式会社IoT研究所というのがありまし

て、そこにインドネシアからJICAの研修生

制度で来ているジェビカさんというまだ若

い女性の方が研究したテーマなのですけれ

ども、生体センサを使ってストレス調査を

し、それにさっき私が説明した新ヒヤリハ

ット報告を組み合わせてストレスと生産性

の関連を探ったという調査なのです。運転

手にバイタルセンサをつけていろいろバイタルデータを集める。それを熟練者と経験の浅い

人にやってみたというところです。 

（ｐ8）その動きを3次元の加速度計で測った

と。これを見て分かるとおり、経験の少ない

人、X軸、Y軸、Z軸、いずれも大きく動いて

いるわけです。ところが、熟練者に関して見

ると、X軸、Y軸、Z軸、きれいな流れになっ

ている。動きはスムーズである。つまり経験

の少ない人よりも熟練者のほうが生産性がは

るかに高いというのはこれで一目瞭然分かる

わけです。 

 （ｐ9）それともう1つがこの人たちのバイ

タルセンサのデータです。先ほどの比べはこ

の2番と4番なのですけれども、未熟練者は非

常にストレスが高い状態になっています。と

ころが、熟練者はストレスが少ない状態にな

っています。つまり熟練者はメンタル的、ス

トレスの反応から見ても低い状態、初心者は

ストレスが非常に高い状態で、なおかつ生産

性が低いということが分かります。 

 



 44 

（ｐ10）このデータは実はこういうことが言えるのです。建設業では高齢労働者が多いの

で高齢者の災害が多いと言われますけれども、これを就業者数で割ると全く違う景色が見え

てきます。グリーンが全産業ですけれ

ども、オレンジが建設業、見てのとお

り、全産業では高齢者のほうが若干災

害発生率が高いのですけれども、建設

業は若年者ほど災害発生率が高い、圧

倒的に高くなっています。つまりこれ

はどういうことかというと、先ほどの

グラフにあったとおり、未熟練者、レ

ジリエンス力の低い人は災害に遭いや

すいというデータとなります。 

  

（ｐ12）これは我々が行った調査で

新ヒヤリハット報告を基にデータを取

ったものなのですけれども、薄い水

色、このデータは外側に行くほどいい

状態を表すグラフになっています。ヒ

ヤリハットが事故になる前に引き返し

たときにどういう力が働いたかという

調査項目です。ヒヤリハットですから

当然偶然で事故にならなかったという

こともあります。 

それから、落ちそうになったけれど

も、ブザーで助かったとか、あるいは安全帯で助かったという要素もありますけれども、そ

れ以上にヒヤリハットがヒヤリハットでとどまった理由はレジリエンス力というものでなっ

ています。レジリエンス力というのは予測する能力、注視する能力、対処する能力、それを

学ぶための学習する能力、この4つの能力でレジリエンス力は定義されるのですけれども、

これからこれまでがレジリエンス力、御覧のとおり、経験年数が低い人はレジリエンス力が

低くて、助かった者としては周囲の声がけとかブザー、こういうものです。ところが、経験

のある人は真逆で、このレジリエンス力が高くて災害にならなかったというデータがござい

ます。 
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 （ｐ13）結局何が言いたいかというと、こういうことになると思います。人に着目して安

全性・生産性を見た場合、レジリエンス力を高める。つまり人間力というのが非常に大事に

なってきます。これを高めることが安全性・生産性につながるということがはっきりしてき

ています。 

 では、レジリエンス力を高めるにはどうするかという課題なのですけれども、先ほど来か

ら話があっているとおり、建設業は、これからDXがますます進んでいきますと、職種の変

更、業種の変更等を行っていきます。これまでのように経験を積んでレジリエンス、レジリ

エンス力を一番高める要素としては経験なのですけれども、これから経験を積むことがなか

なか難しくなってきます。そうすると、大事なの

は他者の経験を自者の経験にすることだと思うの

です。多能工化の話もございましたけれども、こ

のレジリエンス力を高めるためには長い経験が必

要なのですけれども、その長い経験を待つ時間が

時間軸としてもうないのです。そうすると、早め

にこのレジリエンス力を高めるためには他者の経

験を自者の経験にする。そういうときに考えられ

るのはメタバースにおけるアバターを使った追体

験であろうと思っています。 

 （ｐ14）そういったことをこれからまた建山先

生にお世話になってこういった委員会を立ち上げ

て検討したいと考えています。このときには森川

室長にもぜひ御協力いただきたいと思うのが1点。

そういうことで、人に着目した対策がこれから必

要であろうという流れになります。 

 

 

 （ｐ15）次に、もう1点ですけれども、文書のデ

ジタル化や行政手続のデジタル化だけではなかな

か現場の事務は減りませんよと言います。建設現

場に行って現場所長や元請の職員の話を聞くと、

「見てください、この書類の山を。とても現場に

出る時間がありません」と言います。その原因は
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なぜかというとこれなのです。これは現場所長さんにかかっている法令です。ざっと見積も

っただけで30本近くあるわけです。先ほど発注者の対応がなかなかついていっていないとい

うのがあるのですけれども、発注者の動きというのは役人ですから、これは全て法律に基づ

いているわけです。法律でがんじがらめに絡めた中で動いている。だから、なかなかレジリ

エンスに対応できないわけです。しかもこの法律というのが非常に難しいのです。それが1

人の作業者に全部かかっている。とてもこれは対応できない。だから、単に手続をデジタル

化するだけではなくて、この現場、この作業にはどういう法律のどういう条文があって、ど

ういう様式で出さなければならないか、それが分からないわけです。そこをデジタル化する

と随分楽になるのではないのかなと。 

 

 

 （ｐ16）例えば安全衛生法があるのですけれども、私が厚生労働省に入ったとき、厚さ6c

mだったのです。条文と通達がある。今や15cm、2.5倍に膨れ上がっています。先ほど申し

上げた法律30本は全てこのように拡大しているわけです。そういう中で何らか対応するとい

っても、それは難しい話があります。 

 それで、今いろいろなベンダーがゼネコン

等と協力して建設業でもDX化を進めており

ますけれども、デジタル化する部分は非常に

先進的なのですけれども、その内容は非常に

古いのです。だから、何をトランスフォーメ

ーションしていくか、その議論が足りないと

思うのです。 

 この法令検索も、今、総務省のe-Govとい

うところで法令検索システムはあるのですけれども、やはりそれはキーワード検索にすぎな

いのです。こういう現場をやるときにはこういう法律のこういう条文が適用されますよとい

うのができれば相当楽になると思います。これを例えば個別の企業や個別のベンダーがやろ

うとしても法令が膨大過ぎてそれは不可能です。そうすると、これはまさに霞が関がこれを

やってもらえればすごくスムーズにいくのです。この法令をAI分析するときの問題は、この

法令を論点、効果、要件、趣旨という4つの関数に分類してやると検索が可能になってくる

わけです。そういうことをぜひ国交省や厚労省が一体となって建設現場に関わっている法令

を関数化すれば、あとそれをAI分析するのはベンダーの仕事になると思いますけれども、そ

のベースになる膨大な量の法令を整理するということをぜひ今後検討していただければと思
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います。 

 以上、私のほうからの意見を申し述べました。 

○建山 ありがとうございました。ということで、安全、事故、単にアクションプランの中

ではICTを使って安全性が向上しますという話もあるのですけれども、それだけではなく

て、やはり人が働くわけですから、事故に遭うのは人なので、メンタル面も含めて安全とい

うのを根本から考えていこうというお話をしていただいたのかなと思っています。 

 もう1つ、先ほどの安衛法を見せていただいていいですか。事故が起こると、また法律が

厳しくなるのです。次の事故が起こると、またそれが加わるわけです。どんどん法律が分厚

くなっていくという話だろうなと思っています。現場代理人の人にお話をお聞きすると、安

全の書類を作るために毎日毎日結構な時間を費やすのだという話がありまして、では、安全

の書類を作ったら安全が担保されるのかというと、決してそうではないですよね。半分形骸

化しているところもあるわけです。本当に安全を担保するためには何が必要なのかという議

論は必要だろうなと思っています。 

 森川さん、いかがですか。ちょっと時間がないのですけれども、森川さんが代表して答え

てもらうにはちょっとしんどい課題かもしれませんけれども、コメントはありますか。 

○森川 なかなかコメントが難しいなと思ったところです。レジリエンス能力という表現が

ありましたが、すごく興味を持ちました。あとは、法律は専門ではないのであれですけれど

も、検索可能なものにという意味ではちょっと整理の仕方なんかを勉強させていただければ

と思います。 

○建山 ぜひインフラDXの中で安全性向上、事故防止というのをどう取り込んでいくのか

というところも加味していただけるとありがたいのかなと思いました。本山さん、ありがと

うございました。 

 最後、椎葉さん、大変長らくお待たせしました。今までの議論をずっと聞かれていて、メ

ーカーさんとしてどのようにお考えなのかなというところを少し御紹介いただけるとありが

たいかなと思います。 

○椎葉 （ｐ1）お時間が延長しているというと

ころもありますので手短に弊社がどういうことを

やっているのかというところを御紹介させていた

だきます。 

 Earth Brainという会社は、御存じの方もいる

かもわからないのですけれども、コマツのスマー

トコンストラクションの部隊とオープンプラット
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フォームのLANDLOGの部隊というのがコマツとしては一緒になって、さらにNTTコミュニ

ケーションズさんですとか、ソニーさんとか、NRIさんの出資を受けて誕生した会社でござ

います。 

（ｐ2）これは皆様の発表の中でも何度も出てきた

ところではあるかと思うのですけれども、生産性が

あまり高くなくて、安全性も結構低くて、ただ、デ

ジタル活用というところでいうとさらに低いという

ところで、ここに着目して弊社としても何かしらサ

ポートできないかというところでやっている企業で

ございます。 

 

 （ｐ3）いろいろなことをやっていますので、詳細はホームページ等々を御覧いただけれ

ばと思うのですけれども、大きく分けて3つの取組をやっております。まずは現場のデジタ

ル化ということをやらないといけませんので、建設機械だけではなくて、ここにございます

ような様々なものをデータ化するという取組をやっております。その上でそのデータを、先

ほどもお話がありましたけれども、プラットフォームというところが非常に核となる部分に

なりますので、このプラットフォームというとこ

ろにデータが上がってまいります。右にアプリ層

とありますけれども、ここの部分に関して言う

と、それを使ったアプリケーション、便利になる

ツールをどんどん提供していくという動きもある

のですけれども、さらに上のほうにLANDLOGと

ありますけれども、このデータを出せるものに関

してはオープン化していって皆様も使えるような

エコシステム自体を作っていこうという会社でございます。 
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 （ｐ4,5,7,8）いろいろな取組をやっている中でも集約すると、先ほどの絵にもありまし

たように、デジタル化をまず一丁目一番地としてやってあげて、その上でDXレベルみたい

な形で定義しているのですけれども、見える化ですとかそのデータを使った分析ができるよ

うなツールというところ、そこから建設機械というところもございますので、建設機械との

連携というところで、どうすればどのように最適化できるかというところの最適化エンジン

みたいなところも構築することによって、それをデジタルタスクという形で建機のほうに渡

す、もしくは人のほうに渡すみたいな形でここのサイクルをぐるぐる回すみたいなところに

本気になって今取り組んでいるという状況でございます。 

 

 

 

 

 

 

 

４ 
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 （ｐ9）すみません、時間もないと思いますので飛ばしますけれども、弊社の中での取組

というところで非常に今チャレンジしているところなのですけれども、多くのIT企業、IT企

業というか、日本の中での企業がなかなか内製を自

社でやっていないところがございます。ただ、それ

を外に頼むという形になっていき過ぎると、なかな

かやりたいことができなくて、それがさらに高速に

もできないという現状がありますので、弊社として

は中にエンジニアを多数抱えていろいろな取組を実

際にやっているところでございます。いろいろな技

術がございますが、こういった技術を使った上で生

産性の向上を今図っているところです。 

 （ｐ11）ただ、実際に土木に来てくださいみたい

な形で土木的なところでのICTの就職というところで

来ていただくみたいなことになると結構ハードルが

高いので、実際に海外でも開発できますよとか、そ

ういったワールドワイドで活躍できる舞台がありま

すよみたいな形で実際にそういった活動もやってい

るところでございます。 

 

 （ｐ12）終わりになりますけれども、先ほど来あ

りましたけれども、i-Construction自体が目的になっ

てしまって、i-Constructionをやればいいみたいな形

になってしまうのではなくて、弊社としては安全で

生産性の高いスマートでクリーンな未来の現場を作

るためにはどうすればいいかというところを社員一

同頭に入れた上で今活動しているところでございま

す。 

 

○建山 ありがとうございました。時間のない中、うまく御説明いただいたと思うのですけ

れども、ほかのパネリストの皆さん、いかがですか。結局インフラでよく進めていこうと思

うと、やはりツールは非常に大事なので、こういうツールがもっと欲しいとか、もっと使い
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やすくしてほしいとか、何かそういう御意見がありましたら、この際椎葉さんにぶつけても

らってもいいのかなと思うのですけれども、玉石さん、何かないですか。 

○玉石 私自身、DXのところでいつも引っかかっているのが、ツールを使うことばかりが

目的になってしまっている、先ほど先生がおっしゃられたとおりで、自分たちが何を変えた

いのかというところ、そこを明らかにしないままツールを使おうとするので物事が進まない

のかなという気がしていまして、例えばいろいろなものを目視点検しているようなものがあ

るのですけれども、我々は機械を扱う前に目視点検したりしているのですけれども、目視点

検のものが意外とセンサがないということで、それは負荷が変わらないということもありま

すので、今、人で確認している、チェックしているものが少しずつでもデータ化になってい

ければありがたいなとは思っています。 

○建山 椎葉さん、今日もお話があったみたいに、ICT施工だけではなくていろいろな管理

の問題とか、やはりデータというのは統合的に管理されていく時代になるだろうな。特にデ

ジタルツインなんかの話になってくると、そういう情報もまとめてサイバー空間でいろいろ

な議論をした上で最適な解を見つけて実際にやるよという話になってくると思います。そう

いう意味でやはり現場での課題を拾い出すというのはメーカーさんにとってこれが非常に重

要なミッションになってくるのではないかなと思いますので、ぜひその辺りもこれから取り

組んでいただけるとありがたい。既に取り組んでおられると思うのですけれども、今まで以

上に取り組んでいただけるといいのかなと思っています。 

 すごくオーバーしていて大変申し訳ありません、そろそろ終わります。 

 森川さん、ざっといろいろな御意見を聞かれたと思うのですけれども、いかがですか。こ

れからそれらも取り入れてインフラDXを進めていくぞという辺りを少しお話しいただける

とありがたいのですけれども。 

○森川 すみません、最後に振られることをあまり考えてな

かったのであれなのですけれども、こんなことを考えていま

したというのだけちょっと。（ｐ1）ICT活用工事が始まっ

て、今後何かICT活用でこういうことができるようになりま

したねというのは、私が国総研にいて2年前に土木研究所に移

った頃にちょっと話をしていたのですけれども、それぞれの

ところでICTが使えるようになったではなくて、データを順

番に渡していけるようにするという話だったよねということ

で、（ｐ2）3次元データを使えれば、もっとこの5段階より

間を埋めるところもいろいろな道具が使えるではないかとい
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う話をしていたような気がするのですが、結局今から見直してみると、データを使うために

またいろいろな道具を持ち出しているだけではないかという気が最近してきまして、そうで

はなくて、（ｐ3）5段階ありましたけれども、施工のところ

にICT建機を使うというところを取り出してみると、実は施

工の中でも土工ではいろいろな話があります。盛土みたいな

話でダンプで積んで運んできてブルドーザーで盛ってのり面

を整形して転圧するみたいな話の中で、もしかしたらコント

ロール／マシンガイダンスが使える機械はブルドーザーだけ

だったかもしれないのですが、それでもICT施工ですねとい

う言い方をしていたのですけれども、そこだけではなくて、（ｐ4）実はICTを使うと現場が

いろいろ見えるようになるよという話だとは実は思って、ICT施工ステージ2という話、セ

カンドステージというのか、ネクストステージというのか分からないですけれども、省内で

議論をしている中で、単に置き換えるだけではなくというとちょっと語弊があるのですけれ

ども、ただ、その部分をICTに置き換えたというところだけではなくて、データを見える化

して、それを使って最適化するという部分が大事なのではないのでしょうか。やっている方

は、既にICTを活用しているところはすごくやっている話だ

と思うのです。ICTを使って見える化すると、マシンコント

ロールのブルドーザーのところが効率よくなるだけではなく

て、実は掘削の油圧ショベルのところがもう精いっぱいにな

ってしまっていて、ここがボトルネックになっているからあ

まり能力が上がってなかったんだねという話が見えて、そこ

を改善してやれば、必ずしもICTのマシンコントロールの機

械でなくても、ボトルネックを解消するところが見えるともっと能力が上がりますよね、こ

ういうことを本当はやりたいのではないかなということを実は省内で言っていて、（ｐ5）

これまでのICTで作業効率化というだけではなくて、データ分析でデータを効率化していく

というのが次には目指したいところかなということを考えてはいました。 

 今日のお話でいろいろなデータが取れることが大事だとか、あるいはアナログのデータを

デジタル化するところが実は大切だ、そこをやってもらえるといいという話が玉石さんから

もありましたけれども、いろいろなところのデータを見える化して効率化していくというこ

とが次の仕事を楽にするというところを考えるキーワードなのかなと少し思いました。 
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○建山 ありがとうございました。ということでインフラDXのますますの推進を目指して

皆さんそれぞれのお立場でまた努力・協力していただけるのだろうなと思いました。 

 誠に申し訳ありません、40分オーバーしてしまいました。それでは、これでパネルディス

カッションを終わりにしたいと思います。パネリストの皆さんには拍手でもって謝意を表し

たいと思います。どうもありがとうございました。 

○司会 建山先生、パネリストの皆様、どうもありがとうございました。お疲れさまでござ

いました。 

 それでは、これをもちましてパネルディスカッションを終了とさせていただきます。 


